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【公開番号】特開2018-163271(P2018-163271A)
【公開日】平成30年10月18日(2018.10.18)
【年通号数】公開・登録公報2018-040
【出願番号】特願2017-60209(P2017-60209)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/1337   (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/52     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/34     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/42     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/137    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ    1/1337   　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/52     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/30     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/12     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/34     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/42     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５００　
   Ｇ０２Ｆ    1/137    ５００　
   Ｇ０２Ｆ    1/1337   ５２５　

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月22日(2020.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　液晶組成物が、第一添加物として式（２－１）から式（２－５８）で表される極性化合
物の群から選択された少なくとも１つの化合物を含有する、請求項１から４のいずれか１
項に記載の液晶表示素子。
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【化１５】
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【化１６】

式（２－１）から式（２－５８）において、Ｒ７は、水素、フッ素、塩素、炭素数１から
１２のアルキル、炭素数１から１２のアルコキシ、炭素数２から１２のアルケニル、少な
くとも１つの水素がフッ素または塩素で置き換えられた炭素数１から１２のアルキル、ま
たは少なくとも１つの水素がフッ素または塩素で置き換えられた炭素数２から１２のアル
ケニルであり；Ｒ８は、水素またはメチルであり；Ｓｐ１、Ｓｐ２、Ｓｐ３、Ｓｐ９、Ｓ
ｐ１０、Ｓｐ１１、およびＳｐ１２は独立して、単結合または炭素数１から１０のアルキ
レンであり、このアルキレンにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯ
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Ｏ－、－ＯＣＯ－、または－ＯＣＯＯ－で置き換えられてもよく、そして少なくとも１つ
の－ＣＨ２－ＣＨ２－は、－ＣＨ＝ＣＨ－または－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてもよく、こ
れらの基において、少なくとも１つの水素は、フッ素または塩素で置き換えられてもよく
；Ｓｐ４は、単結合または炭素数１から７のアルキレンであり、このアルキレンにおいて
、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯＯ－、または－ＯＣＯ－で置き換えら
れてもよく、少なくとも１つの－ＣＨ２－ＣＨ２－は、－ＣＨ＝ＣＨ－で置き換えられて
もよく、これらの基において、少なくとも１つの水素は、フッ素で置き換えられてもよく
；Ｚ３、Ｚ４、およびＺ６は独立して、単結合または炭素数１から１０のアルキレンであ
り、このアルキレンにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯ－、－Ｃ
ＯＯ－、または－ＯＣＯ－で置き換えられてもよく、そして少なくとも１つの－ＣＨ２－
ＣＨ２－は、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）－、また
は－Ｃ（ＣＨ３）＝Ｃ（ＣＨ３）－で置き換えられてもよく、これらの基において、少な
くとも１つの水素は、フッ素または塩素で置き換えられてもよく；Ｘ０およびＸ３は独立
して、－ＯＲ０または－Ｎ(Ｒ０)２で表される基であり、ここでＲ０は、水素または炭素
数１から１２のアルキルであり；Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ５、Ｌ６、Ｌ７、Ｌ８、Ｌ
９、Ｌ１０、Ｌ１１、およびＬ１２は独立して、水素、フッ素、または炭素数１から１２
のアルキルであり；ｊは、０、１、２、３、４、５、または６である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
項５．　液晶組成物が、第一添加物として式（２－１）から式（２－５８）で表される極
性化合物の群から選択された少なくとも１つの化合物を含有する、項１から４のいずれか
１項に記載の液晶表示素子。
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【化１７】

式（２－１）から式（２－５８）において、Ｒ７は、水素、フッ素、塩素、炭素数１から
１２のアルキル、炭素数１から１２のアルコキシ、炭素数２から１２のアルケニル、少な
くとも１つの水素がフッ素または塩素で置き換えられた炭素数１から１２のアルキル、ま
たは少なくとも１つの水素がフッ素または塩素で置き換えられた炭素数２から１２のアル
ケニルであり；Ｒ８は、水素またはメチルであり；Ｓｐ１、Ｓｐ２、Ｓｐ３、Ｓｐ９、Ｓ
ｐ１０、Ｓｐ１１、およびＳｐ１２は独立して、単結合または炭素数１から１０のアルキ
レンであり、このアルキレンにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯ
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Ｏ－、－ＯＣＯ－、または－ＯＣＯＯ－で置き換えられてもよく、そして少なくとも１つ
の－ＣＨ２－ＣＨ２－は、－ＣＨ＝ＣＨ－または－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてもよく、こ
れらの基において、少なくとも１つの水素は、フッ素または塩素で置き換えられてもよく
；Ｓｐ４は、単結合または炭素数１から７のアルキレンであり、このアルキレンにおいて
、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯＯ－、または－ＯＣＯ－で置き換えら
れてもよく、少なくとも１つの－ＣＨ２－ＣＨ２－は、－ＣＨ＝ＣＨ－で置き換えられて
もよく、これらの基において、少なくとも１つの水素は、フッ素で置き換えられてもよく
；Ｚ３、Ｚ４、およびＺ６は独立して、単結合または炭素数１から１０のアルキレンであ
り、このアルキレンにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯ－、－Ｃ
ＯＯ－、または－ＯＣＯ－で置き換えられてもよく、そして少なくとも１つの－ＣＨ２－
ＣＨ２－は、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）－、また
は－Ｃ（ＣＨ３）＝Ｃ（ＣＨ３）－で置き換えられてもよく、これらの基において、少な
くとも１つの水素は、フッ素または塩素で置き換えられてもよく；Ｘ０およびＸ３は独立
して、－ＯＲ０または－Ｎ(Ｒ０)２で表される基であり、ここでＲ０は、水素または炭素
数１から１２のアルキルであり；Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ５、Ｌ６、Ｌ７、Ｌ８、Ｌ
９、Ｌ１０、Ｌ１１、およびＬ１２は独立して、水素、フッ素、または炭素数１から１２
のアルキルであり；ｊは、０、１、２、３、４、５、または６である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　好ましいポリシロキサンは、カルボキシル基、ヒドロキシアルキル基、アミノ基、アル
キルアミノ基、メルカプト基、エポキシ基、または重合性不飽和結合を有する。カルボキ
シル基を含有するポリシロキサンの原料は、４－（トリメトキシシリル）ペンタン酸など
である。ヒドロキシアルキル基を含有するポリシロキサンの原料は、４－ヒドロキシプロ
ピルトリエトキシシランなどである。アミノ基を含有するポリシロキサンの原料は、３－
アミノプロピルトリメトキシシランなどである。アルキルアミノ基を含有するポリシロキ
サンの原料は、Ｎ－［３－（トリメトキシシリル）プロピル］－１－ブタンアミンなどで
ある。メルカプト基を含有するポリシロキサンの原料は、３－メルカプトプロピルトリメ
トキシシランなどである。エポキシ基を含有するポリシロキサンの原料は、３－グリシド
キシプロピルトリメトキシシランなどである。重合性不飽和結合を含有するポリシロキサ
ンの原料は、メタクリル酸３－（トリメトキシシリル）プロピル、α-メチレン-γ-ブチ
ロラクトンなどである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　式（Ｘ１－１）から式（Ｘ１－７）において、星印は結合する部位を示し；Ｚ１０は、
－Ｏ－または単結合であり；Ｚ１１は、単結合、炭素数１から６のアルキレン、または－
Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、および－ＮＲ１１－の群から選択された少なく
とも１つの基を有する炭素数１から２０の二価基であり、ここでＲ１１は、水素または炭
素数１から６のアルキルであり；ｓは１、２、または３であり、ｔは、０から６の整数で
あり、ｔが０の場合、Ｚ１０は単結合であり；ｓは、０から６の整数である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　化合物（３）のような重合性化合物は紫外線照射によって重合する。光重合開始剤など
の適切な開始剤存在下で重合させてもよい。重合のための適切な条件、開始剤の適切なタ
イプ、および適切な量は、当業者には既知であり、文献に記載されている。例えば光重合
開始剤であるＩｒｇａｃｕｒｅ６５１（登録商標；ＢＡＳＦ）、Ｉｒｇａｃｕｒｅ１８４
（登録商標；ＢＡＳＦ）、またはＤａｒｏｃｕｒ１１７３（登録商標；ＢＡＳＦ）がラジ
カル重合に対して適切である。光重合開始剤の好ましい割合は、重合性化合物の全重量に
基づいて約０．１重量％から約５重量％の範囲である。さらに好ましい割合は約１重量％
から約３重量％の範囲である。


	header
	written-amendment

